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ロボットオペレーターは２人
しかいないので、お互いに
支え合って頑張りましょう！

いつも、仕事やプライベート
なことも相談に乗ってくださ
り、本当に助かっています。
これからもよろしくお願いし
ます。
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◆創 業 年：1918 年 5月（大正 7年）
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◆年　　商：7041 百万円（令和 6年 3月）

◆従業員数：114 名（令和 6年 3月）
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高田高田さんへのさんへの

メッセージメッセージ

鉄構部

池
いけむら

村 晃
あきら

さん

鉄構部

早
はやまつ

松 諒
りょう

さん

思い出エピソード思い出エピソード

見た目の印象と違い、真面目
に作業に取り組んでいます。
わからないことなどがあって
も、思い込みやだろう運転で
作業しない方なので安心して
います！

思い出エピソード思い出エピソード

いろいろなところへ遊びに
行き、ここでは話しきれない
ほど、たくさんの思い出があ
ります。時間ができたときに
は、また遊んでください！

周囲からの信頼度が
抜群の高田さん。 

周囲からの信頼度が
抜群の高田さん。 

今回は早松さんと池
村さんからメッセー

ジが 
今回は早松さんと池

村さんからメッセー
ジが 

届いています！届いています！



あるときは目指すべき目標となり、またある
ときはムードメーカーとして、元気に盛り上
げてくれる。皆に自慢したくなる上司を紹介
してくれるのは、大辻さんと大野さんです！

現寸設計部

大辻 朱瑠さん
お お つじ  　 　 あ ける

自慢の上司は……

辻池 尚俊さん
つじ い け      ひ さとし

尊敬しているところ

記憶力と忍耐力
辻池さんとのエピソード

決断力はあまりないのですが（笑）、
考えが深く、後戻りがなくて
助かっています！

辻池さんへ　頑張って部を
引っ張っていってください！

品質管理部

大野 優介さん
お お の        ゆうす け

自慢の上司は……

古曽部 諭さん
     こそ べ        さとる

溶接や設計だけではなく、採用関係、お客様へ
の対応、試験室での研究など、さまざまな仕事
をこなしているところが格好良いと思います。
それ以上に、いつも周りを和やかにしていると
ころや、忙しい中でも時間を使って丁寧に教え
てくれるところが素敵です！

尊敬しているところ

質問をすると、どのようなときで
も笑顔でグッドのジェスチャー
をくれます。その笑顔に背中を
押され「よっしゃ頑張ろ」と力を
もらえます。困っているときに声
をかけて緊張を和らげてくれ
る、気配り上手な面もあって、い
つも感謝しています。ありがとう
ございます！

古曽部さんへ　「もっとここをこうしてい
けたら良い」と前に進む姿勢や、いつもエネ
ルギーに満ちている古曽部さんをとても尊
敬しています。採用関連で一緒にお仕事をす
る機会もいただけるとのことで力になれるよ
うに頑張ります。よろしくお願いします！

古曽部さんとのエピソード

今年は 21 人の方々がヨネモリに仲間入りしました。
入社式と歓迎会の様子を当日の写真とともにお届けします！

歓迎会にて記念撮影

歓迎会にて定年・永年勤続表彰を実施しました。
ヨネモリへのお力添えをありがとうございます！

歓迎会にて中締め
取締役副社長
米森 哲也さん

入社式にて
米森社長から

ご挨拶をいただきました。

歓迎会にて乾杯挨拶
互助会長 河村 義昭さん

歓迎会にてお礼の言葉
新入社員代表 表 虎太郎さん

入社式にて記念撮影

入社式にて辞令交付および
備品貸与を行いました！

歓迎会にて激励の言葉
社員代表 白崎 佑和さん

忙しない日常を送っていると見落としがちな、家族と
の時間。今回は、藤堂さんと東さんがこれまでに実践
した親孝行のエピソードをご紹介します！ぜひ感謝を
形にしましょう

私の親孝行
感謝の心を
行動で伝える

お金を貯めて、温泉好きな両親のために下呂温泉へ連れて
行ってあげたいと思います。いずれ私が結婚した際には、
新しい家族とともに旅行へ出かけることが夢です。また、仕
事が忙しい父に健康グッズを贈ることも計画中。日々 の疲れ
を癒やしながら、元気に過ごしてほしいと願っています。

コーヒーが大好きな２人のために選
んだのは、スターバックスのコーヒー
セット。店舗に足を運び、粉タイプの
ものをチョイスしました。

コーヒーセットを渡した際、
父からは「これからも仕事
を頑張ってね」と励ましの
声をかけてもらいました。
その瞬間、社会人として独
り立ちしたことを実感し、胸
が熱くなりました。料理に関しては、いつも「美味しい！」と顔
をほころばせながら食べてくれます！

初任給でプレゼント！

ご両親の反応

平日は同居している両親が食事の用意をし
てくれるため、週末は私が調理を担当。鮭の
ホイル包み焼きや牛モツのしぐれ煮などの
和食をメインに、洋食も作っています。

これまで両親には、学費や食費などの金銭面で
サポートしてもらいました。社会人になって、改め
てその感謝を伝えたいという気持ちが芽生え、
親孝行をしようと考えました。

週末に手料理を振る舞う

  とう  どう    やす ひろ

藤堂 泰弘さん

営業部 営業部長

ひがし  もも   か

東 桃花さん

現寸設計部

温泉と健康グッズで体を労って

今後の親孝行プラン

親孝行の
詳細

「親孝行をしよう！」と思ったきっかけ

現在乗っているコンパクトカーは、扉が手前に開く仕様であるため、父を送迎する際
の乗り降りに不便を感じています。お金を貯めて、スライドドアの車を購入しようと
思っています！......って、もう買っちゃいましたけど（笑）

当時はコロナ禍のため、面会不可。話す機会が減った結果、退院する頃に
は会話もできず、歩行ができない父の姿を目の当たりにして、ショックを受
けました。退院後は自宅で車椅子を使うことができず、父自身が自宅での生
活を希望していたため、自力で歩けるようになることが必要でした。今後に
ついて話し合った際、歩くことに恐怖を感じていた父に対し、私は優しく寄り
添うのではなく、「やらないと本当に動けなくなる！」と怒鳴るように奮起させ
ました。父に頑張ってほしかったからです。自力で歩けるようになり、スムー
ズに会話ができるほどに回復した今、ここまでの状態を実現できたことが、
親孝行だったと感じています。

父から「ありがとう」と言われ
ることが増えました。今回私が
とった行動は、偶然良い結果
になっただけで、寄り添う姿
勢が必要だったかもしれませ
ん。しかし、この経験で実感し
たのは、優しさがすべてでは
ないこと。父を励ます立場に
なり、両親が私にくれた「厳し
さ」への理解が深まりました。

初めて見る父の姿に愕然、励まし続けた歩行練習

ご両親の反応

３～４年前に、父が腰を圧迫骨折し、入院したことがきっかけです。
３～４回手術を行い、リハビリを乗り越え自宅に戻ってからは、初め
ての介護に試行錯誤しつつ、自力歩行ができるまで支援しました。

車の買い替えを検討中！

今後の親孝行プラン

親孝行の
詳細

「親孝行をしよう！」と思ったきっかけ


